
魅力ある環境
明るいマンション生活を考える

発行所・編集／NPO埼管ネット　　編集人／佐々木　一
〒336︲0017 埼玉県さいたま市南区南浦和3︲3︲17豊曜ビル2F
Tel 048︲887︲9921　　事務所Fax 048︲887︲9924　　相談専用D︲Fax 020︲4664︲6209

マンション
　 Life
マンション
　 Life 埼管ネット 

 
2016年1月15日発行

第116号

全国マンション管理組合連合会（略称　全管連）会員　NPO埼管ネットは全管連を通じて国交省に意見書を提出しています。
埼玉県マンション居住支援ネットワーク（会員）・理事団体

埼玉県
指定文化財
旧跡紹介

新春号
Winter

●新年のご挨拶
　NPO 法人　埼管ネット　会長
 佐々木　一… p.₂
●「マンション問題総合研究所」閉鎖 … p.₃
●杭打ち問題と青田売り … p.₆
●連載 私の町はどんな町�
 ─熊谷市妻沼町─… p.₇
●平成₂₈年埼管ネット行事予定表 … p.₈

　　

忍城
埼玉県行田市。
関東七名城に謳われた忍城は、古く文明年間
（1469～86年）に豪族成田正等・顕泰父子が、
扇谷上杉氏に属していた忍一族を滅ぼして築
城したとされています。北条氏や上杉氏との
戦いや、石田三成の水攻めにも落城せず、戦
国の世を生き抜いた名城です。
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２
０
１
６
年
の
年
頭
に
当
た
り

ま
ず
は
、
会
員
皆
々
様
・
並
び
に

ご
家
族
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

＊「
65
歳
以
上
が
過
去
最
高
の

３
、３
８
４
万
人
・
総
人
口
の

26
・
７
％
を
占
め
る
」

総
務
省
は
９
月
21
日
の
「
敬
老

の
日
」
に
合
わ
せ
、
日
本
の
高
齢

者
人
口
の
推
計
（
９
／
15
日
現

在
）
を
発
表
し
た
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
前
年

比
89
万
人
増
の
３
、３
８
４
万
人

で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、

前
年
比
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
の
26
・

７
％
と
な
り
最
高
を
更
新
し
た
。

80
歳
以
上
は
１
、０
０
２
万
人

（
前
年
比
38
万
人
増
）
を
超
え
た
。

高
齢
者
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男

性
は
１
、４
６
２
万
人
、
女
性
は

１
、９
２
１
万
人
で
女
性
高
齢
者
は

女
性
人
口
の
29
・
５
％
を
占
め
た
。

主
要
８
ヶ
国
の
高
齢
者
の
割
合

で
は
日
本
が
唯
一
25
％
を
超
え
、

イ
タ
リ
ア
22
・
４
％
、
ド
イ
ツ
の

21
・
２
％
を
大
き
く
引
き
離
し
て

い
る
。
２
０
４
０
年
の
将
来
推
計

値
も
、
日
本
が
36
・
１
％
で
、
最

も
高
く
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
経
験
や
知
識
を
次
世
代
に
伝

え
な
が
ら
、
元
気
に
働
き
続
け
る

１
０
０
歳
も
多
い
。

＊「
地
域
と
の
連
携
が
永
住
の
鍵
」

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
今
、

誰
も
が
安
心
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
で
暮

ら
し
続
け
る
為
に
、
管
理
組
合
居

住
者
は
地
域
の
一
員
と
し
て
の
自

覚
と
地
域
と
の
連
携
が
重
要
で
す
。

又
、
住
み
慣
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン

で
、
生
活
を
継
続
す
る
事
が
出
来

る
よ
う
に
「
介
護
保
険
の
仕
組
み

を
モ
ッ
ト
知
り
、
管
理
組
合
と
し

て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と

の
連
携
を
深
め
、
住
ま
い
・
医

療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
の

一
体
化
の
実
現
を
目
指
し
た
仕
組

み
を
作
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
こ
う

し
た
背
景
の
中
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に

お
け
る
居
住
高
齢
者
の
支
援
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
建
築
完
成
後

の
年
数
経
過
が
長
い
程
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の

所
帯
が
増
え
る
頃
向
に
あ
り
ま

す
。
又
、
一
方
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン

を
「
終
の
棲
家
」
と
考
え
る
人
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
所
帯
で
は
、
高
齢
者

自
ら
が
夫
婦
ど
ち
ら
か
の
介
護
を

す
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
と
予
測

さ
れ
ま
す
が
介
護
に
よ
る
疲
弊
も

懸
念
さ
れ
、
更
に
介
護
を
必
要
と

す
る
世
帯
の
増
加
も
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
世
帯
に
対
し

て
、
急
病
や
ケ
ガ
、
災
害
時
の
救

助
、
日
常
の
見
守
り
（
安
否
確

認
）
な
ど
、
管
理
組
合
の
役
割
が

更
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
快

適
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
緊
急
事

態
へ
の
対
応
や
日
常
生
活
へ
の
支

援
の
仕
組
み
が
必
要
と
な
る
為
、

管
理
組
合
は
市
区
町
村
の
高
齢
者

福
祉
や
介
護
保
険
の
関
係
機
関

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
社

会
福
祉
協
議
会
等
）
介
護
事
業

者
、
民
生
委
員
、
自
治
会
等
の
地

域
福
祉
機
関
と
関
連
し
て
、
高
齢

者
の
相
談
及
び
既
存
の
支
援
体
制

の
活
用
を
計
り
、
高
齢
者
の
支
援

を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
住
す
る
高

齢
者
の
支
援
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
築
時
期
、
規
模
、

高
齢
化
の
実
態
な
ど
に
よ
り
異
な

っ
て
く
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管

理
組
合
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
適
し
た

独
自
の
対
策
を
図
っ
て
い
く
事
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

＊「
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
施
策
と
改

正
マ
ン
シ
ョ
ン
建
て
替
え
円
滑
化

法
の
概
要
に
つ
い
て
」

国
交
省
発
表
に
よ
る
と
、
全
国

マ
ン
シ
ョ
ン
ス
ト
ッ
ク
数
は
、
平

成
26
年
度
末
時
点
で
６
１
３
万
戸

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
旧
耐
震
基
準

に
基
づ
き
建
設
さ
れ
た
も
の
は
、

約
１
０
６
万
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
分
所
有
建
物
に
係
る
基
本
的

な
制
度
と
し
て
、
昭
和
37
年
に

「
区
分
所
有
法
」
が
成
立
し
、
そ

の
後
２
度
の
改
正
に
よ
り
、
共
用

部
分
の
変
更
や
建
替
え
の
要
件
が

緩
和
さ
れ
、
更
に
、
老
朽
化
し
た

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化

を
図
る
為
、
平
成
14
年
に
「
マ
ン

シ
ョ
ン
建
替
え
法
円
滑
化
法
」
が

成
立
し
ま
し
た
。

築
後
40
年
を
超
え
る
マ
ン
シ
ョ

ン
は
、
現
在
51
万
戸
、
10
年
後
に

は
約
３
倍
の
１
５
１
万
戸
と
成
る

見
込
み
で
す
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

替
え
の
実
績
は
、
累
計
で
２
１
１

件
、
約
１
６
、０
０
０
戸
に
留
ま

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

建
替
え
が
進
ま
な
い
主
な
理
由

は
、
組
合
に
お
い
て
権
利
者
相
互

の
意
見
・
権
利
を
調
整
す
る
負
担

が
大
き
い
こ
と
、
容
積
率
に
余
裕

が
な
い
為
建
替
え
費
用
が
回
収
で

き
ず
経
済
的
負
担
が
大
き
い
事
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

巨
大
地
震
発
生
の
恐
れ
が
あ
る

中
、耐
震
性
不
足
の
老
朽
化
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
替
え
等
が
喫
緊
の
問
題

で
あ
り
、平
成
25
年
に「
耐
震
改
修

促
進
法
」の
改
正
で
耐
震
改
修
工

事
の
決
議
要
件
を
緩
和
し
、翌
年

の「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
円
滑
化
法
」

の
改
正
で
耐
震
性
不
足
の
マ
ン
シ

ョ
ン
に
対
す
る「
敷
地
売
却
制
度
の

創
設
」、「
容
積
率
緩
和
特
例
」な
ど

の
措
置
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、国
交
省
は
耐
震
改
修
の

支
援
策
と
し
て
、交
付
金
や
税
減

額
制
度
、住
宅
金
融
支
援
機
構
に

よ
る
融
資
制
度
な
ど
に
加
え
、共

同
住
宅
ス
ト
ッ
ク
再
生
の
為
の
技

術
情
報
、長
期
修
繕
計
画
標
準
様

式
、修
繕
積
立
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
の
情
報
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

埼
管
ネ
ッ
ト

会
長
　
佐
々
木
　
一
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「
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合

研
究
所
」
閉
鎖

こ
の
度
、
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総

合
研
究
所
は
、
理
事
長
喜
田
大
三

氏
（
工
学
博
士
・
農
学
博
士
）
の

辞
任
（
平
成
27
年
10
月
付
）
に
よ

り
、
平
成
27
年
12
月
を
も
っ
て
閉

鎖
す
る
事
と
致
し
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所

の
業
務
は
、
す
べ
て
埼
管
ネ
ッ
ト

が
引
き
継
ぎ
ま
す
。

平
成
８
年
５
月
、
埼
管
ネ
ッ
ト

を
側
面
か
ら
支
え
る
専
門
家
団
体

（
通
称
マ
ン
総
研
）
と
し
て
、
併

設
致
し
ま
し
た
が
、
20
年
の
永
き

に
わ
た
り
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
先

生
方
も
高
齢
と
な
ら
れ
、
最
近
辞

任
・
引
退
さ
れ
る
方
も
多
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

19
年
間
に
わ
た
り
、
弁
護
士
・

一
級
建
築
士
・
公
認
会
計
士
・
税

理
士
・
不
動
産
鑑
定
士
・
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
士
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
・
司
法
書
士
・
行
政

書
士
・
一
級
管
工
事
施
工
管
理
技

士
・
専
門
学
者
か
ら
な
る
集
合
住

宅
に
は
、
必
要
な
専
門
家
団
体
と

し
て
、
毎
月
開
催
す
る
無
料
相
談

会
を
は
じ
め
、
建
物
瑕
疵
の
調
査

助
言
、
法
的
対
応
、
管
理
費
等
の

滞
納
処
理
、
大
規
模
修
繕
工
事
の

仕
様
書
の
作
成
及
び
工
事
管
理

等
、
あ
ら
ゆ
る
集
合
住
宅
の
問
題

に
対
応
・
活
動
を
続
け
て
参
り
ま

し
た
が
、
国
の
施
策
や
昨
今
の
マ

ン
シ
ョ
ン
業
界
の
現
状
か
ら
見

て
、
拡
大
主
義
か
ら
こ
じ
ん
ま
り

と
し
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

に
対
し
て
は
、
中
身
の
濃
い
対
応

が
必
要
と
感
じ
て
お
り
、
閉
鎖
を

決
断
い
た
し
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
業
務
は
、
①
管

理
組
合
の
管
理
運
営　

②
建
物
の

維
持
保
全
管
理　

③
生
活
環
境
管

理
が
主
体
と
な
り
ま
す
。

「
マ
ン
総
研
」
が
解
散
致
し
ま

し
て
も
、
各
先
生
方
は
埼
管
ネ
ッ

ト
へ
継
続
し
て
ご
協
力
頂
け
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
で

は
、
①
に
対
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
８
名　

②
に
対
し
ま
し
て

は
、
１
級
建
築
士
６
名
、
又

（
財
）マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー

の
「
テ
ク
ノ
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
」

へ
、
埼
管
ネ
ッ
ト
の
建
物
診
断
設

計
部
会
が
支
援
団
体
と
し
て
参
加

し
て
お
り
ま
す
。
③
と
し
て
は
、

弁
護
士
他
10
数
名
の
先
生
方
が
そ

の
対
応
に
当
た
り
ま
す
。

更
に
、
埼
管
ネ
ッ
ト
と
し
て

は
、
他
の
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
考
え
て
居
り
ま
す
の

で
、
乞
う　

ご
期
待
！

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト
の
活
動
」

＊
定
款

・
３
条　

目
的

埼
玉
県
並
び
に
隣
接
都
県
の
共

同
住
宅
に
係
わ
る
団
体
、
市
民
な

ど
幅
広
い
人
々
に
対
し
、
共
同
住

宅
の
管
理
運
営
、
建
物
・
設
備
の

維
持
保
全
、
自
治
能
力
の
形
成
・

向
上
な
ど
の
た
め
に
、
情
報
の
発

信
・
交
換
・
教
育
・
研
修
等
の
支

援
を
行
い
、
共
同
住
宅
と
そ
の
周

辺
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
育
成
、
住
環
境
の
保
全
、
も
っ

て
地
域
の
街
づ
く
り
に
寄
与
す
る

事
を
目
的
と
す
る
。

・
第
５
条　

事
業
の
種
類

第
３
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

⑴　

特
定
非
営
利
活
動
に
係
わ
る

事
業

１
）
共
同
住
宅
に
係
わ
る
資
料
収

集
、
調
査
研
究
、
情
報
の
発
信
・

交
換
、
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
事
業

２
）
共
同
住
宅
の
管
理
運
営
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
相
談
、
建
物
・
施
設

の
維
持
保
全
等
の
支
援
に
関
す
る

事
業

３
）
１
）、
２
）に
付
帯
す
る
事
業

「
平
成
27
年
を
振

り
返
っ
て
（
激
変

を
糧
に
）」

・
今
年
の
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
に
つ

い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
一

言
で
言
え
ば
激
変
の
年
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

先
ず
、
本
年
10
月
横
浜
に
端
を

発
し
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
傾
斜
に
つ
い
て

は
、
責
任
の
所
在
、
補
償
等
と
の

問
題
を
含
め
、
現
在
混
迷
の
渦
中

に
あ
り
今
度
の
推
移
を
見
守
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
11
月

に
内
閣
府
か
ら
公
表
さ
れ
た
タ
ワ

ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
振
に
お
け
る

被
害
対
策
も
あ
り
ま
す
。

次
に
外
国
旅
行
者
の
増
大
、
空

き
家
対
策
と
し
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン

の
民
泊
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。

旅
館
業
法
の
特
例
や
規
約
改
正

等
が
必
要
で
す
。
今
後
の
動
き
に

関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
又
、
管

理
組
合
の
収
益
事
業
（
駐
車
場
の

外
部
貸
し
、
携
帯
電
話
基
地
局
の

設
置
等
）
に
対
す
る
課
税
強
化
が

目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
傾
向

は
今
後
ま
す
ま
す
広
ま
っ
て
く
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
脱
税
と
な

ら
な
い
よ
う
各
管
理
組
合
は
こ
こ

ろ
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

・
埼
管
ネ
ッ
ト
の
上
部
団
体
で
あ

る
全
国
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
連

合
会
（
全
管
連
）
は
、
１
０
０
年

居
住
マ
ン
シ
ョ
ン
を
目
指
し
、
建

替
え
で
は
な
く
改
良
を
中
心
と
し

た
大
規
模
修
繕
の
為
の
総
括
法
と

し
て
「
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
法
」

（
仮
称
）
の
制
定
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
各
地
方
管
連
、
日

本
マ
ン
シ
ョ
ン
学
会
、
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
業
協
会
等
の
関
連
諸
団
体

と
も
連
携
を
と
り
つ
つ
、「
国
交

省
」「
政
党
責
任
者
」
等
へ
制
定

に
向
け
て
取
り
組
み
の
強
化
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
３
ヶ
年
に
亘
り
国
交
省

に
お
い
て
検
討
中
で
あ
っ
た
「
標

準
管
理
規
約
の
改
正
」
が
、
来
春

公
表
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
内
容
的
に
は
、
必
ず
し
も

実
情
に
沿
っ
た
も
の
と
は
言
え

ず
、
関
係
諸
団
体
が
異
論
を
唱
え

て
い
る
中
で
の
改
正
と
な
る
見
込

み
で
す
。
公
表
を
待
っ
て
「
管
理

規
約
改
正
セ
ミ
ナ
ー
」
を
通
じ

て
、
こ
れ
ら
の
是
正
を
含
め
て
理

解
を
深
め
て
参
り
ま
す
。
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マンション管理組合様向け
リースでリフォーム
（窓・玄関ドア・手すり�リフォーム）

株式会社ＬＩＸＩＬ（リクシル）
ビルリフォーム販売

〒331-0811
埼玉県さいたま市北区吉野町1-23-6
TEL:048-668-5084　担当：井口

W58ｘH45

納得、安心のできる管理

☆ 総合管理の受託から自主管理の応援まで

☆ 管理組合のニーズに合った管理システム

☆ 木目の細かい対応が出来ます

日本高層管財株式会社
本社東京都渋谷区代々木1-19-12新代々木ビル4階 〒151-0053
　　ＴＥＬ03-5388-4471(代)　ＦＡＸ03-5388-6463

ウレタン防水のリーディングカンパニー

株式会社ダイフレックス

本社　マンション改修チーム
〒163-0823
東京都新宿区西新宿2丁目4-1新宿 NSビル23階
TEL.03（5381）1188
http://www.dyflex.co.jp

謹
ん
で
新
春
の

　

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　

 

平
成
二
十
八
年
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三興管理株式会社
東京支社

〒101-0044
東京都千代田区鍛冶町2丁目10-11
リョービイマジクスビル3階
TEL�03-3525-8731

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

埼
管
ネ
ッ
ト

　
　
　
（
埼
玉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

首 都 圏 マ ン シ ョ ン リ ニ ュ ー ア ル 事 業 部

〒105-0003 東京都港区西新橋３丁目１１番１号
TE L  0 3 - 3 4 3 3 - 0 5 0 3  F A X  0 3 - 3 4 3 3 - 0 5 3 5
Ｕ Ｒ Ｌ ： h t t p : / / W W W . K E N S O . C O . J P /

◎ 大規模修繕工事  
◎ 各種防水工事   
◎ 内装工事     

東北支店・千葉支店・横浜支店・中部支店 
関西支店・札幌営業所・福岡営業所 

～ Total でご提案します ～ 

大規模修繕工事から設備改修工事、内装リフォーム、

充実したアフターメンテナンス体制で培った信頼が、

世代を超えた永いお付き合いを実現しています。 

◎ 給排水設備工事 
◎ 防音工事 
◎ 建物・設備診断 

大規模修繕工事の

瑕疵保険

03-3562-8122
東京都中央区京橋 1-6-1 三井住友海上テプコビル 6F

関西ペイントホームページ　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｋａｎｓａｉ.ｃｏ.ｊｐ/

低汚染形複合外装仕上工法 低汚染形セラミック変性フッ素樹脂塗料

低汚染形セラミック変性ウレタン樹脂塗料

建設塗料本部

資料のご請求、お問い合わせは

本社〒144-0045 東京都大田区南六郷3丁目12番1号
　　ＴＥＬ.(03)5711-8901 ＦＡＸ.(03)5711-8931

（特許 第２６１００８５号）



（第116号）� 2016年 1月15日発行�（6）

杭
打
ち
問
題
と
青
田
売
り

杭
打
ち
改
ざ
ん
は
な
ぜ
？

横
浜
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
傾
い
た

問
題
。
西
棟
南
側
に
あ
る
８
本
の

杭
の
う
ち
６
本
が
強
固
な
地
盤
で

あ
る
支
持
層
に
届
か
ず
、
２
本
が

支
持
層
へ
の
食
い
込
み
が
浅
い
の

が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
そ
の
程
度
で
建
物
が
傾
く
こ

と
は
な
い
と
い
う
専
門
家
の
意
見

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
杭
打
ち

デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
等
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
、
し
か
も
改
ざ
ん
は

当
初
の
一
社
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広

く
全
国
の
杭
打
ち
業
者
に
拡
が
っ

て
い
る
こ
と
も
判
明
し
て
い
ま

す
。つ

ま
り
、
た
ま
た
ま
一
人
が
や

っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

当
た
り
前
に
他
の
デ
ー
タ
を
使
っ

た
り
、
加
工
す
る
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。
杭
打
ち
デ
ー
タ

の
改
ざ
ん
は
、
建
設
業
界
の
問
題

の
一
端
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し

て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
の
意
味

そ
も
そ
も
杭
打
ち
デ
ー
タ
と
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
杭
の
先
端

が
強
固
な
地
盤
で
あ
る
支
持
層
に

届
き
、
さ
ら
に
必
要
な
深
さ
に
達

し
て
い
る
こ
と
を
電
気
的
な
信
号

で
受
信
し
、
建
物
を
支
え
る
と
い

う
杭
の
目
的
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
を
デ
ー
タ
で
確
認
す
る
と
い
う

重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
デ
ー
タ
は
、
杭
の
状
況
の
証

拠
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
、
目
に

見
え
な
い
と
こ
ろ
に
対
す
る
信
頼

と
な
る
べ
き
も
の
で
す
。

青
田
売
り
と
工
期
の
絶
対
遵
守
化

が
至
上
命
題

な
ぜ
、
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
が
頻

発
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
工
期

の
絶
対
遵
守
化
を
至
上
命
題
と
し

て
元
請
け
に
発
し
、
以
下
、
下
請

け
も
そ
れ
を
至
上
命
令
と
受
け
止

め
て
い
る
こ
と
か
ら
発
生
す
る
わ

け
で
す
。

工
期
の
絶
対
遵
守
化
は
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
入
居
日
を
購
入
者
に
約

束
し
て
い
る
か
ら
で
、
こ
れ
は
、

建
っ
て
も
い
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
を

売
る
「
青
田
売
り
」
と
い
う
販
売

行
為
に
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。青

田
売
り
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
地
付
近
に
モ
デ
ル
ル
ー
ム
と
し

て
、
あ
る
一
つ
の
部
屋
の
タ
イ
プ

を
つ
く
り
、
主
に
営
業
部
隊
が
購

入
希
望
者
に
対
応
す
る
も
の
で
、

雰
囲
気
や
イ
メ
ー
ジ
の
み
で
販
売

す
る
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
は
、
窓

か
ら
の
景
色
も
わ
か
り
ま
せ
ん

し
、
隣
戸
関
係
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。購

入
者
は
青
田
買
い
を
で
き
る

限
り
し
な
い
こ
と
が
、
リ
ス
ク
を

減
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
繰
り

返
し
に
な
り
ま
す
が
、
工
期
の
絶

対
遵
守
主
義
で
建
て
た
マ
ン
シ
ョ

ン
は
、
正
常
で
は
な
い
工
事
の
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
ほ
う
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
い
い
加
減
な

施
工手

抜
き
工
事
以
上
の
問
題
施
工

が
約
10
年
ほ
ど
前
、
八
王
子
で
旧

公
団
の
建
て
た
マ
ン
シ
ョ
ン
で
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
柱
な
ど
に

缶
な
ど
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
り

し
て
い
た
の
で
す
。
入
居
当
初
か

ら
雨
漏
り
が
続
発
し
て
い
て
、
す

で
に
数
棟
を
建
替
え
し
、
今
も
継

続
中
で
す
。
柱
の
中
に
入
れ
る
の

は
、
鉄
筋
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
み

で
す
が
、
な
ぜ
缶
が
入
っ
て
い
た

の
か
。
質
の
悪
い
作
業
員
（
本
物

の
職
人
さ
ん
は
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
し
な
い
）
が
、
自
分
の
飲
ん
だ

缶
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
「
処
分
」
す

る
場
に
し
た
の
で
す
。
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、
マ
ン

シ
ョ
ン
購
入
者
は
そ
ん
な
こ
と
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
慎
重
に
購
入
し
ま

し
ょ
う

建
設
業
界
は
多
く
の
失
敗
を
重

ね
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
真

剣
に
反
省
し
、
改
善
策
を
本
当
に

行
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
で

す
。
む
し
ろ
、
失
敗
を
隠
そ
う
と

し
、
逃
げ
、
嘘
を
つ
く
の
で
す
。

誰
の
た
め
に
改
善
を
す
る
の
か

と
い
え
ば
、
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
者

に
対
し
て
な
の
に
、
喉
元
過
ぎ
れ

ば
熱
さ
忘
れ
る
、
の
類
で
、
反
省

を
し
た
と
も
思
え
な
い
事
例
が
相

次
ぐ
の
で
す
。

杭
問
題
で
は
、
大
手
企
業
が
名

を
連
ね
て
お
り
、
そ
う
い
う
会
社

も
信
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
私
た
ち
は
学
び
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
と
て
も
高
い
買

い
物
で
す
か
ら
、
慎
重
の
上
に
も

慎
重
に
、
営
業
員
や
チ
ラ
シ
の
甘

い
言
葉
な
ど
に
は
踊
ら
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
肚
を
据
え
て
選

び
た
い
も
の
で
す
。

諮
問
委
員　

柿
沼
英
雄

＊
マ
ン
シ
ョ
ン
横
領
事
件

①
埼
玉
県
警
川
越
署
は
11
月
29
日

管
理
費
等
の
横
領
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
た
元
会
計
担
当
理
事
斉
藤
克
博

容
疑
者
を
業
務
上
横
領
容
疑
で
さ

い
た
ま
地
検
川
越
支
部
に
追
送
検

し
た
。
発
表
に
よ
れ
ば
２
０
１
２

年
８
月
か
ら
13
年
10
月
迄
の
間
に

１
０
５
回
に
わ
た
り
、
管
理
組
合

の
預
金
口
座
か
ら
合
計
１
２
７
４

万
円
を
引
出
横
領
し
た
疑
い
。
容

疑
に
つ
い
て
は
認
め
て
い
る
と
い

う
。同

容
疑
者
は
10
月
、
管
理
費
等

６
１
１
万
円
の
横
領
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
て
お
り
、
今
回
を
含
め
て
被

害
総
額
１
８
８
５
万
円
に
な
る
。

②
坂
入
産
業
グ
ル
ー
プ
の
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ケ
ア
（
東
京
）
が
受
託
管
理

す
る
都
内
の
複
数
マ
ン
シ
ョ
ン
で

元
社
員
に
よ
る
総
額
約
４
０
０
０

万
円
の
不
正
引
出
し
が
起
き
て
い

た
事
が
分
か
っ
た
。

元
社
員
は
組
合
関
係
等
を
担

当
、
同
社
は
被
害
組
合
に
全
額
弁

償
し
、
元
社
員
を
業
務
上
横
領
容

疑
で
東
京
地
検
に
刑
事
告
訴
し
て

い
る
。
元
社
員
は
着
服
事
実
を
認

め
て
お
り
、
３
月
懲
戒
解
雇
し

た
。
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連
載 

私
の
町
は
ど
ん
な
町
�

�
─
熊
谷
市
妻
沼
町
─

妻
沼
町
は
熊
谷
の
中
心
部
よ
り

北
へ
九
粁
の
関
東
平
野
の
北
部
に

あ
り
、
気
候
は
年
間
を
通
じ
て
温

暖
で
、
晴
天
が
多
く
降
水
量
は
少

な
く
、
北
に
男
体
山
を
始
め
と
す

る
日
光
連
山
、
そ
の
西
に
赤
城

山
、
榛
名
山
、
さ
ら
に
浅
間
山
が

遠
望
出
来
ま
す
。
南
は
秩
父
山
地

が
連
な
っ
て
い
ま
す
。

盆
地
で
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、

典
型
的
な
内
陸
型
を
示
し
、
い
わ

ゆ
る
「
赤
城
颪
（
あ
か
ぎ
お
ろ

し
）」
と
呼
ば
れ
る
北
西
の
季
節

風
が
強
く
吹
き
つ
け
ま
す
。

平
安
末
期
に
は
、
保
元
・
平
治

の
乱
や
源
平
の
争
い
で
活
躍
し
た

斉
藤
別
当
実
盛
が
、
こ
の
地
方
の

庄
屋
で
し
た
。
実
盛
の
子
「
実

長
」
が
一
一
九
三
年
に
領
内
に
あ

っ
た
小
さ
な
社
を
改
修
し
て
「
大

聖
歓
喜
天
」
を
祀
り
「
聖
天
宮
」

と
し
て
信
仰
し
ま
し
た
。
家
康
か

ら
五
〇
石
の
寄
進
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
一
六
七
〇
年
に

聖
天
堂
が
、
二
年
後
に
は
歓
喜
院

が
火
災
に
あ
い
、
資
金
難
で
す
ぐ

再
建
出
来
ず
、
六
二
年
後
一
七
三

五
年
か
ら
二
十
五
年
か
け
て
現
在

の
「
聖
天
堂
」
が
完
成
し
ま
し

た
。こ

の
聖
天
堂
は
、
日
光
東
照
宮

創
建
か
ら
百
年
余
り
後
、
東
照
宮

の
修
復
に
参
加
し
た
職
人
達
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
江
戸
後

期
装
飾
建
築
の
代
表
作
で
す
。

こ
の
聖
天
堂
は
、
平
成
二
十
四

年
七
月
二
十
九
日
付
で
、
熊
谷
市

で
は
始
め
て
の
『
国
宝
』
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

登
録
名
称
は
「
歓
喜
院
聖
天

堂
」
で
す
。

こ
の
御
本
尊
は
「
大ダ
イ

聖シ
ョ
ウ

歓カ
ン

喜キ

天テ
ン

」
と
称
せ
ら
れ
、
日
本
最
古
の

聖
天
尊
像
と
し
て
知
ら
れ
、
特
に

縁
結
び
の
神
と
し
て
祈
願
の
人
の

後
が
絶
え
ま
せ
ん
。

二
五
〇
年
の
流
れ
と
と
も
に
生

じ
た
傷
み
や
剥
落
し
た
彩
色
を
修

復
す
る
た
め
、
平
成
一
五
年
十
月

か
ら
七
年
の
歳
月
を
か
け
「
平
成

の
大
修
理
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
も
昨
年
十
一
月
に
訪
れ
ま
し

た
が
、
日
光
東
照
宮
の
陽
明
門
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
見
事
な
彩
色
の

彫
刻
が
見
ら
れ
ま
す
。

妻
沼
聖
天
山
は
日
本
三
大
聖
天

と
し
て
も
認
め
ら
れ
、
聖
天
堂
は

奥
殿
と
拝
殿
を
中
殿
が
結
び
付
け

る
「
権
現
造
り
」
と
い
う
建
築
様

式
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
三
つ
の

建
物
の
全
て
に
多
く
の
彫
刻
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

国
宝
の
本
殿
の
他
、
一
八
五
一

年
に
竣
工
し
た
「
貴
惣
門
」
は
国

指
定
重
要
文
化
財
で
す
。

貴
惣
門
の
最
大
の
特
徴
は
、
全

国
に
四
例
し
か
な
い
特
殊
な
屋
根

の
形
で
す
。
三
つ
重
な
る
破
風

（
山
型
の
部
分
）
を
側
面
か
ら
見

る
の
が
絶
景
で
す
。
ま
た
精
緻
に

施
さ
れ
た
彫
刻
の
数
々
も
見
ど
こ

ろ
で
す
。

妻
沼
に
は
他
に
も
み
ど
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
聖
天
堂
の
す
ぐ
近
く

に
、
昭
和
初
期
の
モ
ダ
ン
ス
タ
イ

ル
の
洋
館
は
「
坂
田
医
院
旧
診
療

所
」
で
す
。
平
成
十
六
年
に
は
、

地
方
近
代
建
築
の
貴
重
な
遺
構
を

残
す
も
の
と
し
て
、「
国
登
録
有

形
文
化
財
」
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
埼
管
ネ
ッ
ト

�

理
事　

小
島
次
郎

※
マ
ン
シ
ョ
ン
横
領
事
件
関
係

③
新
潟
県
南
魚
沼
市
の
リ
ゾ
ー
ト

マ
ン
シ
ョ
ン
（
築
25
年
、
２
棟
５

４
９
戸
）
で
、
管
理
組
合
法
人
の

前
理
事
長
の
男
性
が
、
管
理
費
等

11
億
７
８
０
０
万
円
を
着
服
し
た

疑
い
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
２
０
１
１
年
に
発
覚
し
た

太
平
洋
興
発
の
元
契
約
社
員
に
よ

る
搾
取
事
件
の
被
害
額
５
億
８
０

０
０
万
円
の
２
倍
以
上
の
金
額
で
、

事
実
な
ら
、
過
去
の
管
理
組
合
役

員
や
管
理
会
社
社
員
に
よ
る
組
合

資
産
の
着
服
・
横
領
事
件
で
は
過

去
最
大
に
な
る
。
又
、
管
理
組
合

の
代
理
人
に
よ
る
と
前
理
事
長
は

首
都
圏
在
住
の
公
認
会
計
士
。

１
９
９
８
年
副
理
事
長
に
就
任

し
、
翌
年
か
ら
昨
年
11
月
迄
理
事

長
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
約
16
年

間
で
管
理
組
合
の
資
金
を
自
身
の

証
券
口
座
や
銀
行
口
座
に
送
金
し

た
り
、
現
金
を
引
き
出
し
て
い

た
。
組
合
の
調
査
で
不
明
な
送
金

な
ど
は
、
総
額
11
億
８
７
０
０
万

円
に
な
る
と
い
う
。

印
鑑
は
副
理
事
長
、
通
帳
は
理

事
長
が
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
私
が
全
部
や
り
ま
す
、

と
印
鑑
も
所
持
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

国宝「聖天山本堂」（登録名称：歓喜院聖天堂）

妻沼聖天山貴惣門

歓喜院聖天堂奥殿の彫刻（国宝）
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平成28年埼管ネット行事予定表
月　日 行事予定 会　場 月　日 行事予定 会　場

1月 9日 仕事始め 7月 2日 役員会 事務局会議室

9日 役員会 事務局会議室 2日 組合管理運営相談会 事務局会議室

9日 組合管理運営相談会 事務局会議室 2日 建物修繕相談会 事務局会議室

9日 建物修繕相談会 事務局会議室 未定 土曜サロンor 地域交流会・法律相談会 マンション集会室 or 事務局会議室

2 月 6 日 役員会 事務局会議室 8月 6日 役員会 事務局会議室

6日 組合管理運営相談会 事務局会議室 6日 組合管理運営相談会 事務局会議室

6日 建物修繕相談会 事務局会議室 6日 建物修繕相談会 事務局会議室

6日 建物保全研修会 事務局会議室 11日～16日夏期休暇

3月 5日 役員会 事務局会議室 9月 3日 役員会 事務局会議室

5日 組合管理運営相談会 事務局会議室 3日 組合管理運営相談会 事務局会議室

5日 建物修繕相談会 事務局会議室 3日 建物修繕相談会 事務局会議室

未定 土曜サロンor 地域交流会・法律相談会 マンション集会室 or 事務局会議室 未定 土曜サロンor 地域交流会・法律相談会 マンション集会室 or 事務局会議室

4 月 2 日 役員会 事務局会議室 10月 1 日 役員会 事務局会議室

2日 組合管理運営相談会 事務局会議室 1日 組合管理運営相談会 事務局会議室

2日 建物修繕相談会 事務局会議室 1日 建物修繕相談会 事務局会議室

2日 建物保全研修会 事務局会議室 1日 建物保全研修会 事務局会議室

5月 7日 役員会・通常総会 事務局会議室 11月 5 日 役員会 事務局会議室

7日 組合管理運営相談会 事務局会議室 5日 組合管理運営相談会 事務局会議室

7日 建物修繕相談会 事務局会議室 5日 建物修繕相談会 事務局会議室

未定 土曜サロンor 地域交流会・法律相談会 マンション集会室 or 事務局会議室 未定 土曜サロンor 地域交流会・法律相談会 マンション集会室 or 事務局会議室

6 月 5 日 役員会 事務局会議室 12月 3 日 役員会 事務局会議室

5日 組合管理運営相談会 事務局会議室 3日 組合管理運営相談会 事務局会議室

5日 建物修繕相談会 事務局会議室 3日 建物修繕相談会 事務局会議室

5日 建物保全研修会 事務局会議室 28日 仕事納め

5日 管理組合実践セミナー 未定

マンション Life バックナンバー ユーザー名　saikan-user パスワード　2061

事務局インフォメーション
・平成26年度会費納入のお願い
　当会の事業年度は、毎年 4月 1日に始まり、翌年 3月31日に終わります。
　総会終了月の① 5月末、再請求を② 9月末、③12月末に各会員の理事長様宛に「会費の請求書」をお送りさせて頂いております。
　まだ、未納の管理組合におかれましては、お手数ですが 2 月20日までに指定銀行の口座宛、お振込くださいますようお願い申し上げま
す。
・「変更届」提出のお願い
　毎年請求書と一緒に「理事長様変更届」の用紙をお送りしております。理事長様が交代した管理組合やご連絡の送付先を変更したい管理
組合は、指定の「変更届書」を埼管ネット事務局宛にご送信下さい。宛先は（FAX�048-887-9924）
・相談員（役員）ボランティア募集
　「管理組合の役員として苦労した自分の経験を他のマンションに伝えたい」「マンション管理の為に何か力になりたい」とお考えの方、
NPO埼管ネットの活動に参加してみませんか？
　マンション管理に関心のある方、熱意のある方を求めています。
・応募資格　マンションに居住されている方で、word・Excel が使える方。
・応募方法　事務局までご連絡ください。Tel�048-887-9921　佐々木・小島

ホームページからの情報発信� http://www.saikan-net.com/
事務局への連絡にもご協力ください


